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岐
阜
県
郡
上
市
高
鷲
町
鮎
走
白
山
神
社
に
伝
わ
る 

慶
應
四
年
「
神
仏
分
離
令
」
に
つ
い
て
の
対
応
記
録 

 

こ
の
文
書
は
、
郡
上
市
高
鷲
町
の
鮎
走
白
山
神
社
に
伝
わ
る
も
の
で
、
慶

応
四
年
（
一
八
六
八
年
）
の
太
政
官
が
出

し
た
「
神
仏
分
離
令
」
に
対
し
て
各
村
々

の
神
社
の
対
応
を
神
主
が
メ
モ
し
た
も
の

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

鷲
見
郷
だ
け
で
な
く
郡
中
の
村
々
の
神

社
と
そ
の
由
来
が
書
か
れ
て
い
る
点
が
興

味
深
く
、
特
に
小
駄
良
街
道
を
中
心
と
し

た
村
々
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

い
く
つ
か
の
疑
問 

一
、 

高
鷲
の
外
の
村
の
神
社
は
な
ぜ
書

か
れ
て
い
な
い
の
か
？ 

二
、 

ど
う
い
う
経
緯
で
こ
の
記
録
が
書

か
れ
た
の
か
？ 

三
、 

高
鷲
は
イ
ザ
ナ
ミ
の
方
が
多
い 

四
、 

大
権
現
を
大
神
に
し
て
届
け
た
だ

け
か
？ 

五
、 

長
龍
寺
の
よ
う
な
神
仏
習
合
の
神

社
は
困
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
？ 

 

神
仏
分
離
令
の
出
さ
れ
た
経
緯 

明
治
維
新
の
精
神
的
な
支
柱
で
あ
る
平
田
国
学
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で

の
神
社
に
当
然
の
よ
う
に
あ
っ
た
神
仏
習
合
の
習
慣
を
明
確
に
分
け
る
こ

と
。
山
伏
は
神
か
仏
か
分
け
ら
れ
な
い
位
置
に
あ
っ
た
の
で
一
番
打
撃
を

受
け
た
。 

も
う
一
つ
経
済
的
な
狙
い

は
、
神
や
仏
の
土
地
で
は
自

由
に
都
市
計
画
が
で
き
な

い
。
神
仏
の
土
地
や
山
林
の

売
買
も
自
由
に
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
神
主
も
一
部
は
地

方
公
務
員
に
な
っ
た
。 

こ
れ
ら
の
詳
し
い
経
緯
に

つ
い
て
は
「
太
政
官
の
布

告
」
を
最
後
に
載
せ
て
あ
る

の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。 

 二
〇
二
四
年
一
二
月 

翻
刻
文
の
責
任
：
上
村 

（
地
図
：
大
和
村
史
よ
り 

江
戸
時
代
の
街
道
と
村
の
地

図
） 
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西
洞
村 

此
神
は
白
山
大
権
現
と

是
迄
奉
願
候
。
今
度
お
改

に
付
以
来
は
白
山
大
神

と
相
頼
候
。 

祭
神
の
儀
は
伊
ざ
な
ミ
・

大
穴
む
ち
の
命 

祭
日
は
七
月
七
日
御
酒

祭
礼
の
事
。
開
基
は
明
和

年
中 

 

鷲
見
村 

此
神
白
山
大
権
現
と
是

迄
奉
願
候
。
今
度
お
改
に

つ
き
以
来
は
白
山
大
神

と
相
改 

祭
神
の
儀
は
伊
邪
那
ミ

の
命
、
開
基
は
永
徳
年
中

の
事
そ
れ
よ
り
何
年
は

相
わ
か
ら
ず 

 

慶
応
四
年 

 

 
 

向
鷲
見
村 

当
村
此
神
白
山
大
権
現

と
奉
願
候
。
開
基
は
文
正

年
中
御
座
候
。
今
度
御
改

に
付
以
来
は
白
山
大
神

相
改
候
。
祭
日
は
大
穴
ム

チ
の
命
、
祭
礼
は
八
月
十

五
日
御
酒
ば
か
り 

右
の
通
り 

   
 

切
立
村 

此
神
は
白
山
大
権
現
と

是
迄
奉
願
又
申
候
。
開
基

は
承
和
年
中 

今
度
御
改
に
つ
き
白
山

大
神
と
相
改
め
候
。
祭
神

は
大
穴
ム
チ
命
、
祭
礼
は

八
月
、
御
酒
ば
か
り 
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阿
多
岐
村 

一
当
村
此
神
三
社
共
白
山
大
権
現

と
是
迄
奉
願
求
候
。 

今
度
御
改
付
白
山
大
神
と
相
改
候
。 

日
宇
も
二
社
は
開
基
元
禄
天
明
こ

ろ
の
事 

以
来
は
わ
か
ら
ず 

祭
神
は
二
社
と
も
伊
弉
諾
の
命 

板
く
ら
一
社
は
祭
神
伊
弉
諾
の
命 

祭
礼
三
社
に
八
月
朔
日
御
酒
の
事 

板
く
ら
は
長
享
年
中
の
開
基
也
。 

  
 

 

（
橋
詰
・
藤
林
・
高
久
村
） 

 
 

畑
ケ
谷
村 
折
三
ケ
村
橋
詰 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

栃
洞
村 

此
神
は
白
鳩
大
権
現
と
奉
願
来
候
。 

開
基
文
明
年
中 

今
度
御
改
に
付
白
鳩
大
明
神
と
相

改
候
。
祭
神
は
壱
ほ
こ
お
ん
の
命

（
彦
火
火
出
見
尊
か
） 

祭
礼
八
月
五
日
大
か
ぐ
ら 

 

祭
礼
の
事 

 

 
 

栃
洞
村 

此
神
は
白
山
大
権
現
と
奉
上
座
来

候
。
開
基
は
文
明
年
中
も
今
度
御

改
付
白
山
大
神
相
改
候
。 

祭
神
は
伊
弉
諾
・
伊
邪
那
美
命 

祭
礼
は
八
月
十
五
日
の
事 

  
 

野
添
村 

此
神
は
貴
船
大
明
神
と 

奉
座
。
一
社
は
白
山
大
権
現 

今
度
御
改
付
白
山
大
神 

相
改
候
。
開
基
は
二
社
共
享
和
年

中
、
祭
礼
は
七
月
廿
日 

お
お
か
ぐ
ら
祭
の
事 

  
 

中
西
村 

一
此
神 

と
し
明
（
神
）
と 

奉
貢
、
祭
神
は
を
も
の
よ
き
の
命 

此
度
相
改
候
付 

開
基
は
永
徳
年
中
也 

祭
礼
八
月 
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陰
地
村 

此
神
ひ
し
や
に
ん
お
ん
と 

奉
貢
。
祭
神
の
儀
は
く
す
の

き
命
右
の
通
り
祭
礼
は 

七
月
二
十
二
日 

   
 

名
留
村 

此
神
白
山
大
権
現
と 

く
ま
の
大
権
現
二
社
有 

祭
神
は 

   
 

奥
大
間
見
村 

当
村
此
神
白
山
大
権
現 

奉
申
候
。
開
基
永
禄 

今
度
御
改
付
白
山
大
神 

  

 

 

奥
大
間
見
村 

当
村
此
神
白
山
大
権
現 

奉
申
候
。
開
基
永
禄 

今
度
御
改
付
白
山
大
神 

祭
神
大
穴
ム
チ
の
み
こ
と 

祭
礼
は
八
月
十
六
日 

  
 

大
間
見
村 

当
村
此
神
牛
頭
天
王
と 

奉
申
、
八
幡
大
神
申
来
候
。 

今
度
御
改
付
八
幡
大
神 

祭
日
は
八
月
朔
日 

開
基
寛
文
年
中 

  
 

小
間
見
村 

当
村
此
神 

諏
訪
大
明
神
と
奉
申
候
。 

開
基
元
禄
、
祭
礼
七
月
朔
日 

御
酒
祭
礼 
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母
袋
村 

当
村
此
神
白
山
大
権
現 

奉
申
候
。
開
基 

今
度
御
改
付
大
神 

相
改
候
。
祭
神
伊
座
ナ
ギ
、

伊
座
ナ
ミ
命
、
祭
礼
は
八
月

十
三
日 

  
 

西
俣
村 

当
村
此
神
白
山
大
権
現 

奉
申
。
開
基 

御
改
付
白
山
大
神 

祭
神
伊
座
ナ
ミ
の
命 

祭
礼
八
月
朔
日
、
か
ぐ
ら 

  
 

東
俣
村 

当
村
此
熊
野
大
権
現 

奉
申
候
。
今
度
御
改
付
熊
野

大
明
神
、
祭
神
は 

祭
礼
八
月
朔
日 

御
酒
ば
か
り 

 

 

 

為
安
村 

当
村
此
神
白
山
大
権
現 

奉
申
来
候
。
開
基 

祭
礼
は
八
月
朔
日
御
酒
祭
礼 

  
 

坪
谷
村 

当
村
此
神
山
王
大
権
現 

奉
申
、
今
度
御
改
付 

日
吉
大
神
、
日
吉
大
権
現 

祭
礼
九
月 

御
酒
祭
の
事 

   
 

戒
佛
村 

当
村
此
神
白
山
大
権
現 

奉
申
、
開
基 

今
度
御
改 

白
山
大
神 

祭
神
大
穴
ム
チ 

 

八
ま
ん
一
社
あ
り 
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深
皿
村 

当
村
此
神
白
山
大
権
現
奉

申
候
。 

開
基
貞 

今
度
御
改 

以
来
白
山
大
神
、
祭
礼
祭
神 

 

切
り 

是
本
村 

中
切
村 

西
洞
村 

印
雀
村 

原
村 

若
此
神
は
南
宮
大
明
神 

奉
申
候
。
御
改
候
。 

祭
日
七
月
朔
日
か
ぐ
ら 

  
 

鳩
畑
村
此
神
は 

大
御
前
奉
申
候 

開
基 

    

   
 

中
神
路
村 

当
村
此
神
白
山
大
権
現

奉
申
候
。 

開
基
よ
う
ろ
う
六
年 

今
度
御
改
白
山
大
神
祭

神
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ

ミ 

 

剣
村
此
神
は
金
剣

宮
白
山
大
権
現
二
神 

今
度
改
付
白
山
大
神 

祭
神
は
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ

ザ
ナ
ミ
み
こ
と 

祭
礼
八
月
十
五
日
か
ぐ 

 

中
津
屋
村
此
神
八
ま
ん

大
明
神
奉
申
、
開
基 
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参
考
の
た
め
「
太
政
官
布
告
」

（h
ttp

s://w
w

w
7

b
.b

ig
lo

b
e.n

e.jp
/~

s_m
in

ag
a/s_tatu

.h
tm

）
よ
り 

○
太
政
官
布
告 

慶
応
四
年
三
月
十
三
日 

此
度 
王
政
復
古
神
武
創
業
ノ
始
ニ
被
為
基
、
諸
事
御
一
新
、
祭
政
一
致

之
御
制
度
ニ
御
回
復
被
遊
候
ニ
付
テ
、
先
ハ
第
一
、
神
祇
官
御
再
興
御
造

立
ノ
上
、
追
追
諸
祭
奠
モ
可
被
為
興
儀
、
被
仰
出
候 

、
依
テ
此
旨 

五

畿
七
道
諸
国
ニ
布
告
シ
、
往
古
ニ
立
帰
リ
、
諸
家
執
奏
配
下
之
儀
ハ
被

止
、
普
ク
天
下
之
諸
神
社
、
神
主
、
禰
宜
、
祝
、
神
部
ニ
至
迄
、
向
後
右

神
祇
官
附
属
ニ
被
仰
渡
間 

、
官
位
ヲ
初
、
諸
事
万
端
、
同
官
ヘ
願
立
候

様
可
相
心
得
候
事 

但
尚
追
追
諸
社
御
取
調
、
并
諸
祭
奠
ノ
儀
モ
可
被
仰
出
候
得
共
、
差
向
急

務
ノ
儀
有
之
候
者
ハ
、
可
訴
出
候
事 

           

○
神
祇
事
務
局
ヨ
リ
諸
社
ヘ
達  

慶
応
四
年
三
月
十
七
日 

今
般
王
政
復
古
、
旧
弊
御
一
洗
被
為
在
候
ニ
付
、
諸
国
大
小
ノ
神
社
ニ
於

テ
、
僧
形
ニ
テ
別
当
或
ハ
社
僧
抔
ト
相
唱
ヘ
候
輩
ハ
、
復
飾
被
仰
出
候
、

若
シ
復
飾
ノ
儀
無
余
儀
差
支
有
之
分
ハ
、
可
申
出
候
、
仍
此
段
可
相
心
得

候
事 

、
但
別
当
社
僧
ノ
輩
復
飾
ノ
上
ハ
、
是
迄
ノ
僧
位
僧
官
返
上
勿
論

ニ
候
、
官
位
ノ
儀
ハ
追
テ
御
沙
汰
可
被
為
在
候
間
、
当
今
ノ
処
、
衣
服
ハ

淨
衣
ニ
テ
勤
仕
可
致
候
事
、
右
ノ
通
相
心
得
、
致
復
飾
候
面
面
ハ 

、
当

局
ヘ
届
出
可
申
者
也 

   

○
神
祇
官
事
務
局
達  

慶
応
四
年
三
月
二
十
八
日 

一
、
中
古
以
来
、
某
権
現
或
ハ
牛
頭
天
王
之
類
、
其
外
仏
語
ヲ
以
神
号
ニ

相
称
候
神
社
不
少
候
、
何
レ
モ
其
神
社
之
由
緒
委
細
に
書
付
、
早
早
可
申

出
候
事
、
但
勅
祭
之
神
社 

御
宸
翰
勅
額
等
有
之
候
向
ハ
、
是
又
可
伺

出
、
其
上
ニ
テ
、
御
沙
汰
可
有
之
候
、
其
余
之
社
ハ
、
裁
判
、
鎮
台
、
領

主
、
支
配
頭
等
ヘ
可
申
出
候
事
、 

一
、
仏
像
ヲ
以
神
体
ト
致
候
神
社
ハ
、
以
来
相
改
可
申
候
事
、
附
、
本
地

抔
と
唱
ヘ
、
仏
像
ヲ
社
前
ニ
掛
、
或
ハ
鰐
口
、
梵
鐘
、
仏
具
等
之
類
差
置

候
分
ハ
、
早
々
取
除
キ
可
申
事
、
右
之
通
被 

仰
出
候
事 

   

※
神
社
に
於
け
る
僧
職
の
復
飾
の
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
。
明
治
維
新
ま
で
、
一
部

の
例
外
を
除
き
神
社
（
権
現
・
明
神
）
は
仏
教
僧
侶
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
つ
ま

り
普
通
に
、
別
当
・
社
僧
が
神
を
祭
祀
、
寺
社
領
・
財
政
を
管
理
、
堂
塔
を
営
繕
、

人
事
を
差
配
し
て
き
た
の
が
実
態
で
あ
っ
た
。
八
幡
・
伊
勢
・
天
神
・
稲
荷
・
熊

野
・
諏
訪
・
牛
頭
天
王
・
白
山
・
日
吉
（
山
王
）・
春
日
・
鹿
島
・
香
取
・
愛
宕
・

三
島
・
大
山
祇
・
金
毘
羅
・
住
吉
・
大
歳
・
厳
島
・
貴
船
・
恵
比
寿
・
浅
間
・
秋

葉
・
荒
神
・
賀
茂
・
氷
川
・
東
照
権
現
・
・
・
な
ど
神
仏
分
離
が
近
世
に
強
行
さ

れ
た
一
部
の
神
社
を
除
き
、
神
社
は
寺
院
（
僧
侶
）
の
従
属
物
で
あ
っ
た
。
あ
る

い
は
神
と
仏
は
同
列
に
祀
ら
れ
、
神
殿
と
仏
堂
が
同
居
し
、
神
殿
に
仏
像
・
仏
器

が
置
か
れ
、
僧
侶
が
神
に
奉
仕
し
、
神
前
で
読
経
な
ど
が
行
わ
れ
る
な
ど
が
普
通

の
光
景
で
あ
っ
た
。 

※
神
号
を
仏
号
で
称
え
る
こ
と
の
由
来
書
の
提
出
及
び
神
社
・
神
前
か
ら
仏
教
的

要
素
の
排
除
を
命
ず
る
。 

※
王
政
復
古
・
祭
政
一
致
が
宣
言
さ
れ
、
神
祇
官
再
興
が
布
告
さ
れ
る
。 
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○
太
政
官
布
告 

慶
応
四
年
四
月
十
日 

諸
国
大
小
之
神
社
中
、
仏
像
ヲ
以
テ
神
体
ト
致
シ
、
又
ハ
本
地
抔
ト
唱

ヘ
、
仏
像
ヲ
社
前
ニ
掛
、
或
ハ
鰐
口
、
梵
鐘
、
仏
具
等
差
置
候
分
ハ
、
早

早
取
除
相
改
可
申
旨
、
過
日
被
仰
出
候
、
然
ル
処
、
旧
来
、
社
人
僧
侶
不

相
善
、
氷
炭
之
如
ク
候
ニ
付
、
今
日
ニ
至
リ
、
社
人
共
俄
ニ
威
権
ヲ
得
、

陽
ニ
御
趣
意
ト
称
シ
、
実
ハ
私
憤
ヲ
斉
シ
候
様
之
所
業
出
来
候
テ
ハ
、
御

政
道
ノ
妨
ヲ
生
シ
候
而
巳
ナ
ラ
ス
、
紛
擾
ヲ
引
起
可
申
ハ
必
然
ニ
候
、
左

様
相
成
候
テ
ハ
、
実
ニ
不
相
済
儀
ニ
付
、
厚
ク
令
顧
慮
、
緩
急
宜
ヲ
考

ヘ
、
穏
ニ
取
扱
ハ
勿
論
、
僧
侶
共
ニ
至
リ
候
テ
モ
、
生
業
ノ
道
ヲ
可
失
、

益
国
家
之
御
用
相
立
候
様
、
精
々
可
心
掛
候
、
且
神
社
中
ニ
有
之
候
仏
像

仏
具
取
除
候
分
タ
リ
ト
モ
、
一
々
取
計
向
伺
出
、
御
指
図
可
受
候
、
若
以

来
心
得
違
致
シ
、
粗
暴
ノ
振
舞
等
有
之
ハ
、
屹
度
曲
事
可
被
仰
出
候
事
、 

但 

勅
祭
之
神
社
、
御
震
翰
、
勅
額
等
有
之
向
ハ
、
伺
出
候
上
、
御
沙
汰

可
有
之
、
其
余
ノ
社
ハ
、
裁
判
所
、
鎮
台
、
領
主
、
地
頭
等
ヘ
、
委
細
可

申
出
事
、 

    

○
太
政
官
達 

慶
応
四
年
四
月
二
十
四
日 

此
度
大
政
御
一
新
ニ
付
、
石
清
水
、
宇
佐
、
筥
崎
等
、
八
幡
宮
大
菩
薩
之

称
号
被
為
止
、
八
幡
大
神
ト
奉
称
候
様
被.. 

仰
出
候
事 

 

○
太
政
官
達 

慶
応
四
年
閏
四
月
四
日 

今
般
諸
国
大
小
之
神
社
ニ
オ
イ
テ
神
仏
混
淆
之
儀
ハ
御
禁
止
ニ
相
成
候
ニ

付
、
別
当
社
僧
之
輩
ハ
、
還
俗
ノ
上
、
神
主
社
人
等
之
称
号
ニ
相
転
、
神

道
ヲ
以
勤
仕
可
致
候
、
若
亦
無
処
差
支
有
之
、
且
ハ
佛
教
信
仰
ニ
テ
還
俗

之
儀
不
得
心
之
輩
ハ
、
神
勤
相
止
、
立
退
可
申
候
事
、 

 

但
還
俗
之
者
ハ
、
僧
位
僧
官
返
上
勿
論
ニ
候
、
官
位
之
儀
ハ
追
テ
御
沙

汰
可
有
之
候
間
、
当
今
之
処
、
衣
服
ハ
風
折
烏
帽
子
浄
衣
白
差
貫
着
用
勤

仕
可
致
候
事
、 

是
迄
神
職
相
勤
居
候
者
ト
、
席
順
之
儀
ハ
、
夫
々
伺
出
可
申
候
、
其
上
御

取
調
ニ
テ
、
御
沙
汰
可
有
之
候
事
、 

 

○
神
祇
事
務
局
ヨ
リ
諸
国
神
職
ヘ
達 

慶
応
四
年
閏
四
月
十
九
日 

一
、
神
職
之
者
ハ
、
家
内
ニ
至
迄
、
以
後
神
葬
相
改
可
申
事
、 

一
、
今
度
別
当
社
僧
還
俗
之
上
者
、
神
職
ニ
立
交
候
節
モ
、
神
勤
順
席

等
、
先
是
迄
之
通
相
心
得
可
申
事
、 

  

※
神
仏
判
然
の
主
旨
と
「
私
憤
ヲ
斉
シ
候
様
之
所
業
」、
「
粗
暴
ノ
振
舞
等
」
へ
の
戒

め
が
あ
る
が
、
全
国
各
地
で
極
端
な
廃
仏
が
巻
き
起
こ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。 

※
八
幡
大
菩
薩
号
の
停
止
の
命
令 


